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要　旨
　本稿は，待降節終盤の 12月 17日から 23日までの 7日間の晩課のなかで「マリアの賛歌」と
ともに歌われる 7つの交唱，いわゆる「おお交唱（英 O-Antiphons，羅 O-antiphonae/Antiphonae 
maiores）」が，中世においてどのように理解されていたかを考察する試みである。具体的には，中世
において最大の典礼学者とみなされたアマラリウス（† 850/2年頃）の著書『交唱の慣行について
Liber de ordine antiphonarii』（831年頃）に示された解釈をとりあげたい。アマラリウスは通常の折
句（各交唱の呼びかけの言葉の冒頭アルファベットを 23日から逆に並べ「ero cras明日，わたしは
いるであろう」と読む）とは別の，聖霊論的とも呼ぶべき折句を追求する。それによれば，「おお交唱」
の各々は，聖霊の 7つの賜物と類比関係にある。この類比関係によって，アマラリウスは，受胎告知
の際おとめマリアにもたらされた聖霊の降下こそが，キリストを信じるすべての人間に今なお満ちる，
常なる聖霊の降下の淵源であるという，独自の教会論を展開した。
はじめに
　「おお交唱」（英 O-Antiphons，羅 O-antiphonae/Antiphonae maiores）とは，待降節終盤の
12月 17日から 23日までの 7日間の晩課のなかで「マリアの賛歌」（いわゆるマニフィカート
Magnifcat，ルカ 1: 47―55）とともに歌われる一連の交唱のことである。現行の『時課の典礼』に
は全 7節が収められており，1日に 1節ずつ「マリアの賛歌」の交唱として歌われることになって
いる 1）。それぞれ，賛美を表わす冒頭句「O おお」とともに始まる前半部と，主の来臨を願う嘆願
の呼びかけ「Veni 来てください」に続く後半部とで構成されている。「O」に続く語の頭文字だけ
を最終日の 23日分から逆にアクロスティクに（折句として）並べると（Emmanuel, Rex, Oriens, 
Clavis, Radix, Adonai, Sapientia）「ero cras 明日，わたしはいるであろう」という主の来臨への希望
を謳う意味になる。これは A. J. Binterimが指摘して以来広く知られるようになった「おお交唱」
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のフレームワークであるが 2），アクロスティコンそのものはいわゆるアルファベット詩編（119編，
第 145編ほか）などすでに旧約聖書に前例があるほか，ポアティエのヒラリウス（Hilarius，315
年頃～ 367年頃）に代表されるラテン教父たちもこの技法をラテン語の詩作に応用した 3）。こうし
た事情から，「おお交唱」は西方キリスト教世界，おそらくはイタリア（ミラノ？）で遅くとも 7
世紀頃には成立し，後にフランク王国に伝えられたものと推測されている 4）。
　各詩節の冒頭句は，「知恵」「主」「エッサイの根」「ダビデの鍵」など，いずれもユダヤ教が育ん
だ「来るべきメシア」「ヤーウェと人類との仲介者」の思想を端的に表わす旧約聖書の鍵言葉である。
ユダヤ教を母胎に生まれたキリスト教は，これらをすべてイエスに適用し，キリスト論的ポエジー
へと結晶させた。その結果，「イエス」の名に 1度も言及することなく，その降誕への希望を歌う「お
お交唱」が生みだされることになった。
　「おお交唱」は，すでにアルクイン（Alcuin，730/735年～ 804年）にとっても馴染みある聖歌
だったらしい。アルクインの孫弟子にあたる人物が 820年代に執筆した『アルクインの生涯 Vita 
Alcuini』には，死を目前にしたアルクインが「おおダビデの鍵よ O clavis David」をマリア賛歌と
ともに歌ったエピソードが収録されている。その際，『アルクインの生涯』の著者は「おおダビデ
の鍵よ」の節を省略することなく全文引用している 5）。René-Jean Hesbertが編纂した『聖務日課
交唱集成』の最古重要写本はいずれも 9世紀後半以降のものであり 6），その意味では 9世紀前半頃
にすでに「おお交唱」が晩課のなかで歌われていたことを示唆する『アルクインの生涯』の記述は
大変興味深い。
　本稿は，その著作『交唱の慣行について Liber de ordine antiphonarii』（831年頃 7））第 13章のな
かで初めて現行の「おお交唱」の 7節に「O virgo virginis」節を加えた全 8節の解釈を披露したア
マラリウス（Amalarius，8世紀後半～ 850/2年頃）の見解を概観するものである。後に明らかに
なるように，その 7（8）節の配列は，現在にまで伝わる交唱聖歌集写本や現行の「おお交唱」の
ものと大きく異なっている。アマラリウスの配列は，すでに実践されていたアクロスティコン配列
（ero cras）に影響を及ぼすことはなかったが，その独自の配列および配列の根拠となった神学は，
大いに注目に値すると思われる 8）。
1．アマラリウスと著書『交唱の慣行について』
　『交唱の慣行について』の著者でカロリング期最大の典礼学者と目されたアマラリウスは，従来
「メッツのアマラリウス」と呼ばれてきた。これはメッツ近郊の聖アルヌルフ修道院に埋葬された
という 12～ 13世紀の伝説に由来する。しかし，アマラリウスの生没年や出生地，没地などは，近
年のWolfgang Steckや Dávid Diósiらの精力的な研究にもかかわらず，いまだ特定するには至って
いない 9）。トリアーに伝わる資料を詳細に検討した Diósiは，アマラリウスがトリアーの大司教職
にあった時期を 804年以降 835年頃までの間の 20数年と推定し，そのうえで，アマラリウスの最
も充実した活動期がトリアー時代と重なることから，彼を「トリアーのアマラリウス」と呼ぶこと
を提案している 10）。本稿では，メッツとトリアーのいずれの添え名も付けず，単にアマラリウス
と記すに留めたい。
　アマラリウスの生涯については，彼の主著『典礼学概論 Liber officialis』（821年頃，第 4部は
829年～ 830年）の英訳版に，訳者 Eric Knibbsによる簡便かつ信頼のおけるまとめがある 11）。以
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下に紹介しよう。
　アマラリウスは 8世紀後半におそらくブルグンド地方の何処かに生まれた。少年時代にアルク
イン（Alcuin，730/735年～ 804年）を知ったと自著『交唱の慣行について』のなかで述懐してい
る 12）。トリアーの大司教Wizoが没した 809年以降，その後継者となり，813年にはカール大帝
（在位 768年～ 814年）の特使としてコンスタンティノポリスに派遣されるなど重用されたが，フ
ランク王国に帰国してみるとすでにカール大帝は亡くなっており，おそらくこの頃，遅くとも 816
年には，何らかの理由でトリアーの大司教職を解任されている 13）。その後の足どりは不明である
が，825年，聖像破壊運動への対応を諮問すべく敬虔王ルートヴィヒ（在位 814年～ 840年）が招
集したパリ教会会議に参加していることから，この頃までにはルートヴィヒの信任を得たものと思
われる。835年，敬虔王ルートヴィヒの政争に巻き込まれてリヨン大司教職を追われたアゴバルド
（Agobard，779年以前～ 840年）の後任として，アマラリウスはリヨンの大司教に着座する。しか
しアマラリウスの身辺はこの頃から再び慌ただしくなる。彼の着任に反対するリヨン教会の聖職者
たち，とりわけ助祭フロールス（Florus，860年頃没）は，アマラリウスの著作を異端とする一連
の論文を発表，3年後の 838年には，キイジーの教会会議においてアマラリウスを弾劾する決議が
なされ，彼は再び大司教職解任の憂き目に遭うのである。その後おそらく 850年から 852年の間に
没したものと推察される。
　このように教会政治的には浮き沈みの多かったアマラリウスであるが，フロールスらの異見にも
かかわらず，中世において偉大な典礼学者としての名声を保ち続けることができた。それは，とり
もなおさず，主著『典礼学概論』をはじめとする典礼に関する彼の示唆に富む一連の著作のゆえで
あろう。
　一方，本稿でとりあげる『交唱の慣行について』の成立事情については，前述の Steckに詳細な
研究がある。以下にその概略を記そう 14）。
　当時のフランク王国内では，ミサや聖務日課（時課の典礼）の式文や，それらの典礼の慣行に不
統一があることがたびたび指摘されていた。こうした状況のなか，敬虔王ルートヴィヒの信任が厚
かったアマラリウスは 831年，王の命を受け，正しい式文と典礼規則を求めてローマに赴く。ロー
マでは教皇グレゴリウス 4世（在位 827年～ 844年）と接見したほか，助祭長テオドルス（Theodorus）
がアマラリウスの疑問に答えてくれたが，ローマの交唱集の写しは，すでにコルビーの修道院に送
られていて入手することができなかった。そこでアマラリウスは，ローマからさらにコルビーへと
足を運び，ようやく同地でローマ交唱集をつぶさに閲覧することができた。しかしそこで彼は，ロー
マ交唱集の「配置のみならず，テキストの文言，わたしたちが歌っていない数多くの応唱と交唱」
が，彼の知るフランク王国の交唱集と大きく異なっている現実に直面する 15）。この溝を埋めるため，
アマラリウスは，ローマ交唱集（antiphonarium romanum）と，彼が「わたしたちの」と呼んだ
交唱集，すなわち以前からフランク王国内に流布していたメッツ交唱集（antiphonarium Metensi）
の両者から交唱を採集するとともに，自作の交唱をも加え，新しい交唱集を編纂することにし，そ
の制作にとりかかった。と同時にアマラリウスは，自ら編纂作業にあたった交唱集の解説書である
小著『交唱の慣行について』の執筆に着手した。アマラリウスが編纂した交唱集そのものは残念な
がら序文を除き今日は失われてしまっている。しかしその内容は部分的に，彼がローマ交唱集とメッ
ツ交唱集を比較しつつ書き進めた『交唱の慣行について』のなかに面影を残している。「おお交唱」
もその一例である。
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2．「おお交唱」のテキスト
　アマラリウスの「おお交唱」解釈の概観に入る前に，彼が断片的ながら直接引用した「おお交唱」
のテキストを，現行の『時課の典礼』のテキストとともに先に示しておこう。下表は，左から順に，
アマラリウスの引用テキスト 16），Johannes Michael Hanssensの校訂版における典拠（13章におけ
る節，および丸括弧内に校訂版のページと行番号を記す）17），『時課の典礼』所収の現行のテキス
トを記したものである。
アマラリウス 校訂版 Liturgia Horarum (2014)
■ Prima antiphona
O Sapientia, quae ex ore altissimi prodisti
Attingis a fine usque ad finem
fortiter, et disponis omnia suaviter
17 （46， 34）
 4 （44， 4―5）
 8 （45， 26―27）
■ 12月 17日
O Sapientia, quae ex ore Altissimi prodisti, 
attingens a fine usque ad finem,
fortiter suaviterque disponens omnia:
veni ad docendum nos viam prudentiae.
■ Sexta antiphona 26 （48， 14） ■ 12月 18日
O Adonai et Dux domus Israel,
qui Moysi in igne flammae rubi apparuisti, 
et ei in Sina legem dedisti:
veni ad redimendum nos in bracchio extento.
■ Quarta [antiphona]
O radix Iesse, qui stas in signum populorum
super quem continebunt reges os suum
22 （47， 26）
22 （47， 28―30）
22 （47， 31―32）
■ 12月 19日
O radix Iesse, qui stas in signum populorum, 
super quem continebunt reges os suum, 
quem gentes deprecabuntur:
veni ad liberandum nos, iam noli tardare.
■ Secunda antiphona 19 （46， 41） ■ 12月 20日
O clavis David, et sceptrum domus Israel;
qui aperis, et nemo claudit;
claudis, et nemo aperit:
veni et educ vinctum de domo carceris,
sedentem in tenebris et umbra mortis.
■ Quinta [antiphona] 24 （48， 5） ■ 12月 21日
O Oriens, splendor lucis aeternae 
et sol iustitiae: 
veni, et illumina sedentes 
in tenebris et umbra mortis.
■ Septima [antiphona]
utraque unum
28 （48， 26）
28 （48， 28）
■ 12月 22日
O Rex gentium et desideratus earum, 
lapisque angularis, qui facis utraque unum:
veni et salva hominem, 
quem de limo formasti.
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アマラリウス 校訂版 Liturgia Horarum (2014)
■ Tertia antiphona
O Emmanuel, rex et legifer noster.
20 （47， 14） ■ 12月 23日
O Emmanuel, rex et legifer noster, 
exspectatio gentium et salvator earum:
veni ad salvandum nos, Domine Deus noster.
■ Octava [antiphona]
O virgo virginum
[quia nec primam similem visa es nec habere 
sequentem]
filiae Hierusalem, quid me admiramini?
Divinum est mysterium hoc quod cernitis.
30 （48， 34）
30 （48， 34）
30 （48， 35―36）
　一見してわかるように，詩節の順序は現行のそれと大きく異なっている。アマラリウスの解説する
交唱の順序と，現行の『時課の典礼』に所収された交唱の伝統的な順序とを比較すると次のようになる。
アマラリウス 『時課の典礼』
O Sapientia O Sapientia
O clavis David O Adonai
O Emmanuel O radix Iesse
O radix Iesse O clavis David
O Oriens O Oriens
O Adonai O Rex gentium
O Rex gentium O Emmanuel
O virgo virginum 18）
　アマラリウスは現行の 7詩節に「O virgo virginum」を加えた全 8詩節を数え挙げるが，その結果，
「ero cras」ならびにこれに「O virgo virginum」の「v」を加えて「vero cras確かに明日」と読ませ
るいずれのアクロスティコンも形成できない構成になっている。
　これは後述するように，「おお交唱」を「聖霊の 7つの賜物」との類比で読み解こうとするアマ
ラリウス独自の解釈に由来するものと思われる。そこには，いわば「聖霊論的アクロスティコン」
とでも呼びうるようなロジックがはたらいている。以下にアマラリウスの解釈をみてゆこう。
3．アマラリウスの解釈
　『交唱の慣行について』第 13章は「冒頭が Oで始まる交唱について」と題されている。アマラ
リウスはまず，感嘆詞「おお」の意味を次のように描写する。
 この週を通して聖マリアの賛歌とともに歌われる交唱は，すべて冒頭が「おお」で始まっている。
これはわたしたちが何か賛嘆すべきこと，極め尽くし難いことを祝うのだということを示すし
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るしである。このしるしについて預言者イザヤは次のように言っている。「それゆえ主はあな
たがたにしるしをお与えになる。見よ，おとめが身ごもって男の子を産む。」（イザ 7: 14）お生
まれになったお方については洗礼者ヨハネが次のように言っている。「わたしはそのお方の履
物のひもを解くにふさわしくない者である。」（ヨハ 1: 27）「おお」とは，賛嘆する者が発する
間投詞である。この「おお」によって，歌唱者は，これに続く言葉が，説教家のおしゃべりよ
り精神が反芻する方がふさわしいある驚くべきことがらに関わっているのだ，ということを印
象付けようとする。この驚きは，聖マリアの懐胎とお産を通して実現したので，これを記念す
る交唱もザカリアの賛歌というよりは聖マリアの賛歌がふさわしい。19）
　感嘆詞「おお」が冒頭に置かれるのは，おとめマリアの懐胎と出産という旧約の預言がイエス
の誕生によって成就したという賛嘆すべき事実を前に，この驚きを「精神が反芻する」（mentis 
ruminatio）ためであるという。
　次にアマラリウスは，自身の『交唱集』の「おお交唱」が通常の 7節ではなく 8節から成り立っ
ていることを，アウグスティヌスの『主の山上のことば』から引用しつつ以下のように弁明する。
 もし完全な数にするために 8日目（の交唱）を加えようとしたとするなら，その人には聖アウ
グスティヌスが主の山上の説教について書いたような明らかな理由があった。「義のために迫
害される人々は幸いである。天の国はその人たちのものだからである。（マタ 5: 10）この第 8
のことばは，第 1のものに帰って，人間の完成を表わす。」（アウグスティヌス『主の山上のこ
とば』1，4，12参照）20）
　元来の 7節を新たな交唱で補足する試みは，すでに早い段階から行われていたと推察される。
René-Jean Hesbertが編纂した『聖務日課交唱集成』における最古重要写本である「コンピエーニュ
写本」（860年～ 877年）も「おおインマヌエルよ O Emmanuel」の次にアマラリウスと同じく「お
おおとめのなかのおとめよ O virgo virginum」を置いている 21）。ただしアマラリウスは，この交唱
が「完全な数（summa perfectionis）」を構成するために付加された（addere）節であることも知っ
ているのである。
　続いてアマラリウスは，冒頭の交唱「おお知恵よ O Sapientia」に謳われる「口」を次のように
読み解いている。
 交唱集にまとめられている現在の 8つのうち，第 1の交唱は「おお知恵よ，あなたは いと高き
方の口から出て」であるが，ある部分は『シラ書』（24: 3）から，またある部分は一般に『ソ
ロモンの知恵』（8: 1）と題する書からとられている。この書は感嘆の声を上げながら知恵をた
たえている。『シラ書』では知恵への賛美について次のように書かれている。「わたしはいと高
き方の口から出て，すべての被造物に先だって最初に生まれた」と（24: 5 ウルガタ訳）。しかし，
（先在の）主が，人間の肢体や輪郭を持っていたと考えてはならない。むしろ一人ひとりのう
ちにはたらく，さまざまなわざに応じて，人間の肢体がそれぞれ名づけられているのである。
というのも，創造なさったお方（知恵）は，中断することなく日毎おはたらきになるからである。
「手」については次のように書かれている。「あなたの御手がわたしをつくり，わたしを形づくっ
てくださった」（詩 119: 73）と。（父は）子を永遠に彼の本質からお生みになり，その「胎」は「暁
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の星の輝く前にわたしはお前を生んだ」（詩 110: 3）のである。また，人間の表現（手段）とし
て正しい知恵と言葉をお与えになったがゆえに，「口」について「わたしはいと高き方の口か
ら出た」（シラ 24: 3）と書かれている。同様にイザヤにも「そのとき，あなたは主を喜びとす
る。わたしはあなたを地の高台に上げ，あなたの父祖ヤコブの嗣業を享受させる。主の口がこ
う宣言される」（イザ 58: 14）とある。この（第 58）章の最終句について聖ヒエロニムスは『イ
ザヤ書注解』第 16巻のなかで次のように述べている。「『主の口が宣言される。』（イザ 58: 14）
「手」によってわざが，「足」によって歩みが，「胎」によって出産が，「耳と目」によって聴く
ことと見ることが（理解されるように），「神の口」のうちにわたしたちは言葉を理解する。」（『イ
ザヤ書注解』16: 58）唯一かつ不変である神性がいつでも，またどこにでもみられるのだ。22）
　アマラリウスによれば，交唱のいう「口」とは，人間のもつそれではなく「子を永遠に彼の本質
から生んだ」「（父なる神の）胎 uterus」のことである。したがって，賛嘆のうちに呼びかけられる「知
恵」とは，神の「胎」なる「口」から発せられたことば，すなわち永遠の神の子イエスにほかなら
ない。この「知恵」は，世の被造物への関わりを保ち続ける。こうしてアマラリウスはキリストの
「関わり attingere」へと読者の関心を導いてゆく。交唱「O Sapientia」の前半部を部分的に引用し
つつアマラリウスは次のように述べている。
 （交唱は）「あなたは地の果てから果てまで強くまたやさしく（力を）及ぼしておられる（attingis）」
（知 8: 1参照）と続く。この（箇所）はかの有名な書に含まれている。「知恵は悪に打ち勝つ。
知恵は地の果てから果てまで強く（力を）及ぼし，慈しみ深くすべてをつかさどる。わたしは
若いころからこれ（知恵）を愛し，求めてきた。」（知 7: 30―8: 2）この書（知恵の書）の前の箇
所によれば，これらの（交唱の）言葉は歴史的に理解することができる。次のように書かれて
いる。「存在するものについての正しい知識を，（神）ご自身はわたしに授けられた。宇宙の秩序，
元素の働きをわたしは知り，時の始めと終わりと中間と，すべてのものの移り変わりを」（知 7: 
17―18）と。その少し後には「隠れたことも，予期せぬこともわたしは学んだ。万物の創造者
である知恵がわたしにお教えになったからである」（知 7: 21―22）とある。その後は「知恵はど
んな動きよりも軽やかである。その純粋さゆえにどこまでも及ぶ」（知 7: 24）となっている。「そ
の純粋さゆえにどこまでも及ぶ」お方（知恵）は，ご自身がその創造者である一つ一つのわざ
から，他の完全なわざに至るまで関わる（attingit）。この知恵について，聖アウグスティヌス
は『アレイオス派駁論』のなかで次のように言っている。「『地の果てから果てまで強くまたや
さしく（力を）及ぼしておられる』（知 8: 1）と（聖書に）読むことのできる神の知恵，すなわ
ちキリストが（sapientia Dei, quae est Christus）存在しないところなどどこにあるだろうか？
（父から）派遣された御子はどこにでもおられる。」（『アレイオス駁論』4）（知恵は）地の果て
から果てまで力強く及んでいる。どこでも，また何者によっても決して妨げられない。（知恵は）
やさしく，すなわち，争わず，叫声を上げることも，苦悩することもなく，倦むことなく，す
べてを配置なさる。23）
　ここでアマラリウスは，アウグスティヌスの後期の著作『アレイオス派駁論』を引き合いに出し
て 24），創造のロゴスである知恵，すなわちキリストが，移りゆくこの世のあらゆるものに関与し
続ける存在であると説明している。
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　続いてアマラリウスは，「おお交唱」を歌う「歌唱者 cantor」の立場に立った解説に移る。ここ
では「知恵」であるキリストは，もはや 3人称的には描かれず，直接 2人称で呼びかけられる。感
嘆の内容は引き続きキリストの被造物への「関わり attingere」であるが，「あなた」と直接呼びか
ける「おお交唱」の歌唱者になりきることによって，交唱の歌唱が「精神の反芻」からの発露であ
ることが示唆される。以下，この部分を鉤括弧（「」）に入れる。
 しかしながら，別の（視点から）キリストの降誕をめぐる歌唱者の心持を描いてみよう。
 「知恵なるあなたよ！　いと高き方の口から出て人の言葉にまで（降りて来られ）人とともに
いますとは，なんと不思議なことでしょう。『あなたは地の果てから果てまで強く（力を）及
ぼしておられる』。というのも，あなたは永遠なるお方であり，至るところで治めておられ，
打ち負かされることはないからです。人間に見えるものとなってお顕われになったとき，『あ
なたはいと高き方の口からお出になった』のです。そこで（知恵なる）あなたご自身が『わた
しは父のもとから出て，世に来た』（ヨハ 16: 28）とおっしゃったのです。使徒パウロはあなた
について次のように言っています。『キリストは律法の目標である。（それは）信じる者すべて
に義をもたらすため（である）』（ロマ 10: 4）と。（知恵なる）あなたはキリストのうちにお顕
われになり，キリストのうちに律法を終わらせてくださいました。あなたは彼（キリスト）の
うちに満ちておられるばかりか，彼を信じるすべての者のうちに満ちておられます。選んだ羊
小屋に挫傷や裂傷に見舞われずに入ってゆく強い武装兵のように，律法の終わりであるお方，
人であられるキリストから，彼を信じる者に至るまで，あなたは（力を）及ぼしておられます。
こうしてかねてより預言者ダビデが預言していたことが実現したのです。『主よ，あなたはわ
たしたちを守り，この代からとこしえに至るまでわたしたちを見守ってくださいます。周囲に
は不信仰な者たちが歩き回っています。』（詩編 12: 8―9）」25）
　アマラリウスは，前述したアウグスティヌスの『アレイオス派駁論』からの引用句「神の知恵，
すなわちキリスト sapientia Dei, quae est Christus」にあらわれるような説明者的な立場から，知恵
を 2人称で呼びかける歌唱者の視座へと解説の場を移している。キリストが「いと高き方の口から
出た」神の知恵であるという見方は変わらないものの，この知恵はまた「キリストとキリストを信
じるすべての人間に満ちる知恵」でもある。信仰をもって「おお交唱」をささげる歌唱者は，ここ
で限りない激励を内に感ずる。「武装兵のように」歌唱者を力強く鼓舞するもの，それが「人であ
るキリストから，彼を信じる者に至るまで（力を）及ぼす知恵」なのである。
　アマラリウスは，歌唱者が享受する内なる激励が，すべての賜物の与え主なる聖霊であることを
看破している。そこで，歌唱者の立場から再び解説者へと戻り，「おお交唱」の最初の 7節を聖霊
の 7つの賜物に重ね，順を追って註解を試みる。この試みのきっかけを与えたのは，知恵を霊的存
在として語る『知恵の書』自身だったであろう（1: 6; 7: 7; 9: 17ほか）。さらには，アマラリウス自
身も語るように，受胎告知に始まる聖霊の人間（おとめマリア）への降下こそが，みことばが人と
なる（ヨハ 1: 8参照）ことをそもそも可能にし，受肉した神の子キリストを満たしキリストを信じ
るすべての人間を今なお満たし続ける，常なる聖霊の宿りの淵源である，との認識でもあっただろ
う。
 「同様に『知恵なるお方よ，あなたは果てから果てまで（力を）及ぼしておられる』とあります。
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（知 8: 1）終わりの時に来られ，律法を終わらせたキリストから，世の完成に至るまで，あなた
はあなたの弟子たちとともにいらっしゃいます。彼らの口とあなたが彼らにお与えになった理
性に対しては，どんな敵対者も逆らえず反論できないほどです。あなたはひとつの同じ聖霊の
うちに，そのすべての賜物を快く彼らに分け与えられました。」
 今ここにある交唱はその甘美さによって 7日間あるいは 8日間を飾っている。それらの交唱に
おいて，聖霊の 7つの（賜物），すなわち，人間キリストのうちに聖霊が常にお住みになったこと，
聖霊から（キリストが）人であることをお始めになり，わたしたちのうちにお住みになるため
にみことばが人となられたことが思い起こされるのである。したがって，ローマ交唱集ならび
にメッツ交唱集とは別の順序になるにせよ，（交唱の）一つ一つが，聖霊の一つ一つの段階を
示して調和しているということを，能う限り説明することは理に適っていよう。26）
　聖霊の 7つの賜物の序列は，『イザヤ書』の「（若枝の上に留まった）主の霊」（イザ 11: 2―3参照）
に起源をもつが 27），アマラリウスはこの聖霊論的序列（アマラリウス自身の言葉によれば「段階
gradus」）にしたがって解説を試みている 28）。ただしそれはローマ交唱集とメッツ交唱集に収めら
れた「おお交唱」のアクロスティコンからの逸脱を意味した。しかしアマラリウスは，自らの解説
がローマ交唱集とメッツ交唱集とは別の順序（alter ordo）になっていることを自覚しつつ，あえ
て聖霊論的序列を採るのである。
　アマラリウスによれば，「おお交唱」のうち，元来の 7つの交唱は，聖霊の 7つの賜物の序列に
次のように対応する。
O Sapientia Spiritus sapientiae（知恵）
O clavis David Spiritus intellectus（理解）
O Emmanuel Spiritus consilii（判断）
O radix Iesse Spiritus virtutis（勇気）
O Oriens Spiritus cognitionis（知識）
O Adonai Spiritus pietatis（孝愛・慈悲）
O Rex gentium Spiritus sancti timoris（畏敬）
　以下，このプログラムにそって，第 1交唱から第 7交唱までが解説される。第 1交唱からみてゆ
こう。
 第 1交唱「おお知恵よ」は，聖霊の第 1の段階である知恵に合致している。分別（sapere）と
理解（intellegere）とは異なる。多くの者が永遠（があることは）分かってはいるが，これ（永遠）
を理解することはできない。キリストのうちにある知恵は，永遠からの確実さと希望とによっ
て，精神を力強く回復させ，すべてを速やかに分け与える。最高の知恵はキリストのうちにある。
他の人々のうちにある知恵は，かの最高の知恵の火花である。29）
　第 1交唱と聖霊の第 1の賜物を結びつけるものは「知恵」である。ここでは知恵を 2人称で呼び
かける歌唱者の視座が保たれ，人間に与えられる知恵を，キリストを満たす「最高の知恵」の「火
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花」と位置づけている。
 第2交唱は，驚くべき門であるキリストを指し示している。その門をこのお方ご自身が開けると，
閉じる者はなく，閉じると，開ける者はだれもいない。これについては黙示録に次のように書
かれている通りである。「聖なる方，真実な方，ダビデの鍵を持つ方がこう言われる。この方
が開けると，だれも閉じることなく，閉じると，だれも開けることがない。」（黙 3: 7）これは
次のように理解される。「王の権威であるダビデの鍵を持つ者は，ダビデの家系から生まれた。
あるいは，ダビデの預言は，キリストの管理下で（その鍵が）開けられる。『この方が開けると，
だれも閉じることなく，閉じると，だれも開けることがない。』（黙 3: 7）神の掟の秘密（legis 
divinae secreta）は，キリストの権威のみによって，信者に開かれ，不信の者には閉じられる。」
（ベーダ『黙示録注解』1，3）この交唱は，「理解」という聖霊の段階にふさわしい。キリスト
のうちにある理解の霊は，その光の煌めきによって，隠されているものに届き，心の闇を照らす。
このお方は，望むときに，（このお方が開けるならばもはや）だれも閉じることのできないも
のを開けるお方である。キリストは，すべての人々を照らす真の光である。30）
　アマラリウスは，ベーダの『黙示録注解』を引用しつつ，第 2交唱が「理解の霊」の段階と符
合するのは，キリストが「神の掟の秘密」を解く「鍵」とみなされ，この鍵が「理解の霊 spiritus 
intellectus」となって，「心の闇 tenebrae cordis」に伏す信者に光のように差しこむからであると解
説している。
 第3交唱は次のように歌う。「おおインマヌエル。王でありわたしたちに掟をお与えになるお方。」
神が人々とともにあり，彼らとともに食べ，飲み，求めに応じていつでも彼らの質問に答えて
いたということは，驚くべきことである。このお方ご自身こそ，この世のダビデ王ではなく永
遠のダビデ王である。このお方は第 2のモーセとして，代々にわたって留まる掟をわたしたち
にお与えになった。異邦人の出であるわたしたちは彼に望みをかける。彼ご自身がわたしたち
を永遠にお救いになったのである。この交唱は「判断」という聖霊の第 3の段階にふさわしい。
キリストのうちにある「判断の霊」は，彼の肢体（である者ら）に配慮を注いで守る。谷底に
突き落とすようなことはしない。理性（ratio）に基づいて臣下の民を治め，彼が何を為すべきか，
また何を避けるべきかを慮ることが，王であり掟を与える者の務めである。キリストは「助言者，
神，力ある者」である。（イザ 9: 5）31）
　「インマヌエルであるお方」が「判断」という聖霊の第 3の賜物にふさわしいのは，「永遠のダビ
デ王」として，「彼の肢体」たる教会に，彼が「為すべきことと避けるべきことを」「理性に基づい
て」判断し配慮するゆえである。
 第 4（交唱）は，驚くべき，いわば名状し難い賛美をもって，エッサイの根が「諸国民のしる
しとして」立ち，王たちは静まり，諸国民が声を上げることを表わしている。（交唱は）次の
ように歌う。「おお」，その両手に角（cornua）のある十字架上に「立つ，エッサイの根よ」，
あなたは，太陽が隠され（マタ 27: 45 par.）地が揺れ動き（マタ 27: 51 par.）岩が裂け，墓が開
いた（マタ 27: 51―52）とき，「諸国民のしるし」のうちにおられた。そこで「彼の御前で王た
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ちは口をつぐんだ。」すなわち，世の王たちは，聖なる十字架と聖なる福音の到来を目の当た
りにした。それゆえ彼らの雄弁も論理も（rethorica et dialectica）ともに静まり，諸国民は，今
日に至るまで，十字架に架けられたお方への賛美に燃えたっているのである。この交唱は「勇気」
という聖霊の第 4の段階にふさわしい。キリストのうちにある「勇気」の霊は，敵対者を恐れず，
不安な精神に信頼の心をもたらす。エッサイの根から，力強い手によって，ダビデ王は生まれ
た。力強い手（を持つ）王ご自身が，諸国民のしるしとして立っておられる。主イエス・キリ
ストが十字架上で（み腕を広げ）磔刑に処せられたからである。それは，多くの者が彼を見つめ，
彼の勇気のゆえに（彼を）見ようと望むためであった。（マタ 13: 17参照）名前の上では王で
ある者らは，彼の御前で口をつぐむ。というのも，彼の勇気に対して彼らは戦いを挑むことが
できず，またあえて挑もうともしないからである。ゆえに，多くの民は，その保護を願って彼
のもとに集まるのである。32）
　アマラリウスは第 4交唱を「勇気の霊」と結びつける。キリストは，贖罪死という宿命を背負い
つつ，エッサイの根から生え出でた，かの十字架の木の上に手を広げて立つ。この「勇気」の前に
は，この世の王たちも「口をつぐむ」ことを余儀なくされるという。
 第 5（交唱）は，日に日に同じような時刻に動く（上る）のではなく，永遠に（上る）類まれな「日
の出」に驚嘆している。この太陽は肉体の目のみならず，精神の目をも照らす。正義は精神の
視力にも関わるからである。この交唱は「知識」という聖霊の第 5の段階と合致する。キリス
トのうちにある知識の霊は，あわれみ深く罰することも，あわれみ深くゆるすことをも知って
いる。愛に根ざした知識の源はキリストである。熟慮せる精神の目に知識をもたらすのは義の
わざのみである。33）
　第 5交唱の解説に際し，アマラリウスはマラキ書の「義の太陽」（3: 20）を念頭においている。
この太陽の日の出（oriens）に照らされて，人間は肉体的な目と「精神の目 oculi mentis」の視力
を回復する。キリストを昇る太陽とたたえるこの交唱が「知識の霊」と結びつけられるのは，この
「昇る太陽 sol oriens」が，ときに人にあわれみ深く罰を与え，同じ態度で人をゆるす「愛に根ざし
た知識の源 ortus scientiae」だからであり，義の太陽がこの知識を「精神の目」に照らし出すから
である。
 第6交唱は，燃える柴のうちに主がモーセにお顕われになったという驚きを語っている。その際，
柴は燃え尽きることはなかった。この交唱は「孝愛／慈悲 pietas」という聖霊の第 6の段階と
合致する。キリストのうちにある孝愛の霊は，自身に対して悪く言う者をあわれみ深くゆるす。
モーセもこの霊に満たされていた。彼については「全ての人にまさって温和であった」（民 12: 3）
とある。しかし，キリストより温和な者はだれもいない。ユダヤの民の間で時を過ごされたキ
リストは，火の炎のなかで輝いておられた。彼は奇跡を行い，人々の罪をゆるし，主の言葉は
騒ぎ立つものらを静めたが，キリストに対して策略と迫害を企てたユダヤ人たちの傲慢な心の
荊（いばら）は燃え尽きることはなかった。しかしキリストの孝愛（pietas）は，これらすべ
てのことを御身にお引き受けになり，十字架上で彼を迫害する者らのために祈られた。34）
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　燃え尽きることのない柴の炎のうちに主が（Adonai，出 3: 2）モーセに顕現した物語が引き合い
に出され，モーセが，「燃え尽きない」「ユダヤ人たちの心の荊」にあって，ゆるしと祈りをもって「孝
愛」を「輝かせた」キリストと対比させられている。アマラリウスが，交唱「おおアドナイ」に「孝
愛の霊」の段階との接点を見出す理由がここにある。
 第 7（交唱）は異邦人の王を記念し，驚くべき仕方で隅に石を置いている。この石が生きてい
ることをわたしたちは信じ，彼はご自分のわざが果たされることを望んでおられる。交唱に「両
者をひとつにする」とあるように，（キリストは）由来の異なる 2つの壁，すなわちユダヤの
民と異邦の民とを，ひとつの教会に結び合わせられる。この交唱は「畏敬」という聖霊の第 7
の段階に適合する。キリストのうちにある「畏敬」の霊は，異邦の民を畏れ敬わせる。聖書に
「主よ，異邦の民はあなたの御名を畏れ，地上の王は皆，あなたの栄光を畏れるでしょう」（詩
102: 16）と書いてあるように。35）
　第 6交唱では，アマラリウスは，神であるキリストが人（迫害者たち）に対して示す「孝愛」を
主題化した。続く第 7交唱においては，人（異邦の民）がキリストに対して払う「畏敬」の念がク
ローズアップされる。人々のうちに畏敬の念をよびおこす「畏敬の霊」もまた，キリストに満ちて
いる霊の促しによるものである。聖霊の賜物を 7つと数える伝統が，イザヤ書の「主の霊」の数に
由来し（11: 2―3），その際，2度使われる同じ言葉「yir’ah」がギリシア語訳とラテン語訳でそれぞ
れ「孝愛」と「畏敬」という 2つの異なる言葉に訳し分けられたことによると先に述べたが 36），ちょ
うどアマラリウスの解説においても「孝愛の霊」がカタバシス（人に対する神の孝愛）を，「畏敬」
はアナバシス（神に対する畏敬の念）を方向性として持ち，対をなしていることは誠に興味深い。
 第 8（交唱）の「おお おとめのなかのおとめよ O virgo virginum」は，次のように歌って，（交
唱に）不思議な誕生に驚く教会の姿を挿んでいる。「エルサレムの娘たちよ，どうしてわたし
に感嘆しているのですか。あなたがたがご覧になっていることは神の神秘なのです。」この交
唱は，マリアより肉を受け取り，他の人間のなかで唯一完全な，かの人のことを指し示している。
というのも，このお方ご自身のうちにのみ，上に覚えた聖霊の 7つの（賜物）が在すからである。
このことについては聖アウグスティヌスが，『主の山上の説教について』の第 1巻で次のよう
に書いている。「（完成を）成し遂げるものは 7つある。第 8は（完成されたものが）完全であ
ることを明らかにし，示す。」（『主の山上のことば』1，3，10）たとえ現在の交唱の順序がロー
マ交唱集の収める順序であろうとも，わたしたちの交唱集では以上のような順序になっている
ことに気づくだろう。37）
　アマラリウスは，最後に再びアウグスティヌスの言葉を借りて，自らの交唱集に収める「おお交
唱」が 8つを数えることを弁明する 38）。第 8交唱の冒頭句「おお おとめのなかのおとめよ O virgo 
virginum」は，本来イエスの母マリアへの呼びかけであるが，アマラリウスはマリア自身にはあま
り注目せず，むしろ後半部の，雅歌の表現に借りた（雅 1: 5; 2: 7; 3: 5ほか参照）聖母マリアの「エ
ルサレムの娘たち」への問いに関心を集中させている。「エルサレムの娘たち」が感嘆するのは，
キリスト論的な「神秘」，すなわち「マリアより肉を受け取り」「唯一完全な，かの人」すなわちイ
エスの人性である。キリストのうちに聖霊の 7つの賜物がすべて完全に備わっていることが，はじ
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めの 7交唱で表わされ，第 8交唱は，その完全性を明示しているというのである。
おわりに
　以上，カロリング期の代表的典礼学者アマラリウスが「おお交唱」をいかに解説しているかを足
早に追った。順序についていえば，少なくともはじめの 7つの交唱の並べ方は，彼がコルビーで手
に取ることのできた「ローマ交唱集」とも，フランク王国内に流布していたであろう「メッツ交唱
集」とも異なっている。そのようにあえて序列を並べ替えてまでアマラリウスが披露することを良
しとした神学とは，いったい何だったのだろう。それはおそらく，受胎告知に始まる聖霊の人間（お
とめマリア）への降下が，キリストを信じるすべての人間に今なお満ちる，常なる聖霊の宿りの淵
源であるという，彼の教会論ではなかったか。そのために，アマラリウスは，7交唱を聖霊の 7つ
の賜物に重ね合わせるという，いわば「聖霊論的アクロスティコン」とでも呼びうるような手法を
用いて，彼なりの主張を展開したのではないだろうか。その際，アマラリウスが 8交唱の解説をす
べてキリスト論的言辞で締めくくっている点は特に注目に値しよう。キリストは，聖霊の 7つの賜
物のすべてに満たされた存在として語られ，それら 7つの賜物の分与者として描かれている。1日
に 1交唱ずつ歌い進める日々のなかで，典礼の参加者は，聖霊の賜物をひとつずつ，交唱のテキス
トとともに黙想し，8日目の最終日に，あらためて教会の頭であり聖霊の賜物の分与者でもあるキ
リストを想い起こすのである。こうした視点に立てば，アマラリウスは，はたして E. Ballhornが
いうように，「おお交唱」の解説において「神学的にマリア論を重視」したのか，あるいは「とき
おり当該の交唱（の内容を）越えて解釈」してしまったのか，いささか再考の余地も残されている
ように思われる 39）。
注
＊以下，略記は S. M. Schwertner, Theologische Realenzyklopädie. Abkürzungsverzeichnis. 2., überarb. und erw. Aufl., 
Berlin - New York 1994. に従う。
1）Liturgia Horarum Iuxta Ritum Romanum. EditioTypica Altera. I Tempus Adventus, Tempus Nativitatis (eBook 
textus latinus originalis), Roma 2014, 284 (O Sapientia), 291 (O Adonai), 298 (O Radix Iesse), 304 (O Clavis David), 
312 (O Oriens), 320 (O Rex gentium), 327 (O Emmanuel).
2）Cf. A. J. Binterim, Die vorzüglichen Denkwürdigkeiten der Christ-katholischen Kirche aus den ersten, mittleren und 
letzten Zeiten, Mainz 1827, 408―409.
3）例えばヒラリウスの賛歌を参照（下線は筆者）。Cf. Hilarius, Liber Hymnorum (＝CSEL 65 [1966 repr.] 208―216. 
208. 212―213): Ante saecula qui manes [...]Bis nobis genite deus, [...] Credens te populous rogat [...] （「賛歌一」）; 
Fefellit saeuam [...] Gaudes, pendentum [...] Hanc sumis [...]（「賛歌二」）. 邦語訳は出村和彦訳「讃歌」，上智大学
中世思想研究所編訳・監修『中世思想原典集成 4 初期ラテン教父』（平凡社，1999年）523―528頁。
4）Cf. Th. Knoblach, The “O” Antiphons, in: EL 106 (1992) 177―204. 177―180; E. Ballhorn, Die O-Antiphonen. Israelgebet 
der Kirche, in: JLH 37 (1998) 9―34. 12―13; A. Häußling/N. Zotz, Art. O-Antiphonen, in: VerLex 11 (2004) 1066―1070.
5）Vita Alcuini 24 (＝MGH Scriptores XV, 196, l. 12―16): Vespertinum siquidem pro se agens officium, in loco quo 
elegerat post obitum quiescere, iuxta videlicet ecclesiam sancti Martini, hymnum sanctae Mariae euangelicum cum 
hac antiphona decantabat: O clavis David et sceptrum domus Israel, qui aperis, et nemo claudit, claudis, et nemo aperit; 
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veni et educ vinctum de domo carceris, sedentem in tenebris et umbra mortis! Cf. Ballhorn, O-Antiphonen, op. cit. 12.
6）Cf. Corpus antiphonalium officii editum a Renato-Joanne Hesbert, Vol. I. Manuscripti “Cursus Romanus” (RED. F 7), 
1963; Corpus antiphonalium officii editum a Renato-Joanne Hesbert, Vol. II. Manuscripti “Cursus Monasticus” (RED. F 
8), 1965. 第 1巻ならびに第 2巻で扱われる計 12写本は以下の通り。
 第 1巻
 C＝Paris, Bibliothèque nationale de France, lat. 17436（9世紀後半，860年～ 877年）
 G＝Durham, Cathedral Library, B. III. 11（11世紀頃）
 B＝Bamberg, Staatsbibliothek, lit. 23（12世紀後半）
 E＝Ivrea, Biblioteca Capitolare, CVI（11世紀）
 M＝Monza, Basilica S. Giovanni, C. 12/75（11世紀初頭）
 V＝Verona, Biblioteca Capitolare, XCVIII（11世紀）
 第 2巻
 H＝St. Gallen, Stiftsbibliothek, 390―391（980年以降）
 R＝Zürich, Zentralbibliothek, Rheinau 28（12～ 13世紀）
 D＝Paris, Bibliothèque nationale de France, lat. 17296（12世紀）
 F＝Paris, Bibliothèque nationale de France, lat. 12584（12世紀以降）
 S＝London, British Library, Add. 30850（11世紀）
 L＝Benevento, Archivio Capitolare, 21（12世紀）
7）Cf. W. Steck, Der Liturgiker Amalarius. Eine quellenkritische Untersuchung zu Leben und Werk eines Theologen 
der Karolingerzeit (MThS. H 35), St. Ottilien 2000, 162.
8）Cf. R. -J. Hesbert, L’antiphonaire d’Amalaire, in: EL 94 (1980) 176―194. 194; D. Hiley, Western Plainchant. A 
Handbook, Oxford 1993, 304. 569―570; Steck, Liturgiker Amalarius, op. cit. 161―162.
9）Steck, Liturgiker Amalarius, op. cit.; D. Diósi, Amalarius Fortunatas in der Trierer Tradition (LQF 94), Münster 2006.
10）Cf. Diósi, Amalarius Fortunatas, ibid., 253―263.
11）Amalar of Metz, On the Liturgy. Vol. I. Books 1―2. Ed. and Transl. by E. Knibbs (Dumbarton Oaks Medieval 
Library), London 2014, vii-xxxvi (introduction).
12）Cf. Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 58, 2 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia edita a Ioanne Michaele 
Hanssens. Tom. 3: Liber de ordine antiphonarii [et al.], Roma 1950 [Ristampa anastatica 1967], 93, l. 17―94, l.19): 
Audivi illos canere in isto ordnine, quando videbar puer esse ante Albinum doctissimum magistrum totius regionis 
nostrae. アルビヌス（Albinus）はアルクインの別名。
13）彼の後任は，遅くとも 816年にはトリアー大司教として在職していたことが確認できる Hettiであった。Cf. 
Amalar of Metz, On the Liturgy, op. cit. xxx; Steck, Liturgiker Amalarius, op. cit. 8, 60.
14）Cf. Steck, ibid. 157―174; Amalar of Metz, On the Liturgy, ibid. x-xi.
15）Amalarius, Prologus antiphonarii a se compositi 3 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia edita a Ioanne 
Michaele Hanssens. Tom. 1: Introductio - Opera minora, Roma 1948 [Ristampa anastatica 1967], 361, l. 14―17): Quae 
memorata volumina contuli cum nostris antiphonariis, invenique ea discrepare a nostris non solum in ordine, verum 
etiam in verbis et multitudine responsoriorum et antiphonarum, quas nos non cantamus.
16）Cf. Amalarii episcopi Opera liturgica omnia edita a Ioanne Michaele Hanssens. Tom. 3: Liber de ordine antiphonarii [et 
al.], Roma 1950 (Ristampa anastatica 1967) 44―49 (cap. XIII).
17）Ibid. 同詩節が複数箇所で引用される場合には 1箇所の典拠の指摘に留める。
18）聖母に向けられた最終交唱が加えられて全 8節となったのは，おそらくビザンツ典礼の影響によると思われ
る。「おお交唱」のアマラリウスによる最古の解説（831年以降），ならびに写本の最古伝承（コンピエーニュ写
本 Paris, Bibliothèque nationale de France, lat. 17436 [860年～ 877年 ]）はともにすでに最終第 8交唱「O virgo 
virginum」を加えている。ここから，この習慣が古くから実践されていたらしいことが推測される。Cf. V. E. Fiala, 
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Eine Sonderform der O-Antiphonen, in: ALW 12 (1970) 261―267; A. Häußling/N. Zotz, Art. O-Antiphonen, op. cit. ちな
みにコンピエーニュ写本は，全 8交唱を「O Sapientia」「O Adonai」「O radix Iesse」「O clavis David」「O Oriens」「O 
Rex gentium」「O Emmanuel」「O virgo virginum」の順に全文を記載している。ここでは「O virgo virginum」のテ
キストを翻字して記そう（36r）。
 O virgo virginum, quomodo fiet istud?
 quia nec primam similem visa es nec habere sequentem.
 filiae Hierusalem, quid [me] admiramini?
 divinum est mysterium hoc quod cernitis.
 なおコンピエーニュ写本はインターネットで閲覧可能である。以下のウェブページを参照されたい。
 〈http://gallica.bnf.fr/ark: /12148/btv1b8426787t/f77.item〉
19）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 1―2 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 44, l. 26―
37): Antiphonae quae canuntur per praesentem ebdomadam cum ymno sanctae Mariae, et habent omnes “O” in 
capite, signum quoddam admirabile et investigabile ostendunt nobis in his diebus celebrari. De quo signo dicit Esaias 
propheta: Propter hoc vobis dabit Dominus signum. Ecce virgo concipiet et pariet filium. De quo partu dicit Iohannes 
baptista: Cuius non sum dignus solvere corrigiam calceamenti. “O” interiectio est admirantis. Per illud “O” voluit cantor 
intimare verba sequentia pertinere ad aliquam mirabilem visionem, quae plus pertinet ad mentis ruminationem quam 
ad concionatoris narrationem. Et quoniam per conceptionem et partum sanctae Mariae facta est haec admiratio, 
amplius congruunt memoratae antiphonae ymno sanctae Mariae quam Zachariae.
20）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 3 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 44, l.37―42): 
Et si quis voluerit octavam addere propter summam perfectionis, habet rationem apertam, quam sanctus Augustinus 
scribit de sermone Domini in monte dicens: “Beati ergo qui persecutionem patiuntur propter iustitiam, quoniam 
ipsorum est regnum caelorum. Haec octava sententia, quae ad caput redit perfectumque hominem declarat”. アウグス
ティヌス『主の山上のことば』（熊谷賢二訳，キリスト教古典叢書 8，創文社，1973年）40頁参照。
21）Vgl. Corpus antiphonalium officii Vol. I, op. cit. 28―30. 本稿の注 18をも参照。
22）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 4―7 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 44, l . 43―45, 
l .25): Antiphona quae prima est ex octo praesentibus in contextu antiphonarii, et inscribitur, “O sapientia, quae ex ore 
altissimi prodisti”, partim assumpta est ex libro Iesu filii Sirach, partim ex Sapientia, quae vulgo inscribitur Salomonis. 
Ipsa enim mirabiliter laudat sapientiam. Ita enim scriptum est in libro Iesu filii Sirach de laude sapientiae: Ego ex ore 
altissimi prodii, primogenita ante omnem creaturam. Non enim cogitare debemus membra et lineamenta corporis 
humani Dominum habere, sicut homo habet, sed propter diversa opera quae operatur in singulis hominibus, membra 
humana nominantur in eo. Quia non desinit cotidie operari quae simul creavit, manus ei inscribuntur, ut est illud: 
Manus tuae fecerunt me et plasmaverunt me; quia generat perpetualiter filium ex sua substantia, uterus, ut est: Ante 
luciferum genui te. Quando tribuit sapientiam et sermonem rectum ad manifestationem hominum, os ei inscribitur, ut 
hic est: Ex ore Altissimi prodii, et iterum de Esaia: Tunc delectaberis super Dominum, et sustollam te super altitudinem 
terrae, et cibabo te haereditate Iacob patris tui. Os enim Domini locutum est. De fine huius capituli ita scripsit sanctus 
Hieronimus in tractatu super Esaiam sexto decimo libro dicens: “Os Domini locutum est, ut quomodo in manibus 
opus, et in pedibus incessum, et in ventre generationem, et in auribus oculisque auditum atque intuitum, sic in ore Dei 
sermonem intellegamus”. Ceterum simplex et incommutabilis Dei natura semper et ubique est.
23）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 8―11 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 45, l. 26―46, l. 
6): Sequitur, “Attingis a fine usque ad finem fortiter, et disponis omnia suaviter”. Quod ita continetur in memorato libro: 
Sapientia vincit malitiam, attingit ergo a fine usque ad finem fortiter, et disponit omnia suaviter. Hanc amavi et exquisivi 
a iuventute mea. Iuxta superiora praesentis libri, possunt haec verba historialiter intelligi. Ita enim scriptum est: Ipse 
enim mihi dedit horum quae sunt, scientiam veram, ut sciam dispositionem [orbis] terrarum et virtutes elementorum, 
initium et consummationem et medietatem temporum, et mutationem omnium, et cetera quae sequuntur. Et paulo 
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post: Et quaecumque sunt abscondita et improvisa didici. Omnium enim artifex docuit me sapientia. Et infra: Omnibus 
mutabilibus melior est sapientia. Attingit autem ubique propter suam munditiam. Quae attingit ubique propter suam 
munditiam, attingit ubique a fine uniuscuiusque operis cuius ipsa artifex est, usque ad finem alterius perfecti operis. 
De qua sapientia sanctus Augustinus dicit in opere suo contra Arianos: “Ubi autem non est sapientia Dei, quae est 
Christus, de qua legitur: Attingit a fine usque ad finem fortiter, et disponit omnia suaviter? Cum ergo ubique sit etiam 
Filius, quo mittendus erat?” Fortiter attingit a fine usque ad finem, quia numquam et nusquam et a nullo resistitur. 
Disponit omnia suaviter, scilicet sine lite, sine clamore, sine angore, sine taedio.
24）アウグスティヌスの『アレイオス派駁論』について，以下を参照。Cf. S. Döpp u. W. Geerlings (Hg.), Lexikon der 
antiken christlichen Literatur, Freiburg - Basel - Wien 1998, 65―85. 77.
25）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 12―14 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 46, l. 7―
21): Haec interim. De cetero temptemus cantoris affectum depingere circa nativitatem Christi: O quam mira es apud 
homines tu, sapientia, quae ex ore Altissimi prodisti usque ad humanam confabulationem! “Attingis a fine usque ad 
finem fortiter”, quoniam es aeterna et ubique regnans et insuperabilis. “Ex ore Altissimi prodisti”, quando visibiliter 
apparuisti hominibus. Unde tu ipsa dixisti: Exivi a Patre et veni in mundum. De te enim dicit apostolus Paulus: Finis 
enim legis Christus, ad iustitiam omni credenti. In Christo apparuisti, in eo finisti legem et implesti non solum in illo, 
sed et in omnibus credentibus in se. Attingis tu ab homine Christo, qui est finis legis, usque ad finem credentium in 
se, ita fortiter, ut fortis armatus non inveniat rupturam et scissuram quo introeat in ovile electi gregis sui. Adimpletum 
est quod longe praedixit propheta David: Tu, Domine, servabis nos, et custodies nos a generatione hac in aeternum. In 
circuitu impii ambulant.
26）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 15―16 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 46, l. 21―
33): Iterum: Tu, sapientia, attingis a fine usque ad finem fortiter, quando a Christo, qui in fine mundi venit, et implevit 
legem, usque ad consummationem saeculi es cum discipulis tuis, in tantum, ut omnes adversarii non possint resistere 
et contradicere ori et rationi eorum quam dedisti, et disponis illis omnia dona Spiritus Sancti in uno eodemque spiritu 
suaviter. Quoniam praesentes antiphonae dulcedine sua decorant septem ferias vel octo in quibus recolitur septiformis 
spiritus qui in Christo homine semper habitavit, ex quo coepit homo esse, et Verbum caro factum est, ut habitaret 
in nobis, fas est ut demonstrem, in quantum possum, quam consonantiam habeant singulae cum singulis gradibus 
Spiritus Sancti, licet alter ordo scriptus inveniatur praesentium antiphonarum in romano antiphonario et in metensi.
27）イザ 11章 2～ 3節に 2度使われるヘブライ語原文の「yir’ah」が，セプトゥアギンタとラテン語訳ではそ
れぞれ「孝愛 πνεῦμα εύσεβείας/Spiritus pietatis」と「畏敬 πνεῦμα Φόβου/Spiritus timoris」に訳し分けられたた
め，全部で 7つの賜物を数える伝統が生まれた。「それは，ヘブライ詩が二つの言葉を（筆者注：ここでは同じ
言葉を二度）対照的に並列することによって同じ意味を強調するためである。」（荒木関巧「聖霊の賜物」『新カ
トリック大事典』III（研究社，2002年）773頁。）Cf. B. J. Hilberath, Art. Gaben des Heiligen Geistes, in: LThK 4
 (31995) 253―254.
28）例えば，アマラリウスと同時代人のフラバヌス・マウルス（Hrabanus Maurus，780年頃～ 856年）に帰さ
れる賛歌「Veni creator spiritus」にも「7つの賜物 septiformis munus」の考えがあらわれている。「Veni creator 
spiritus」の作者について，S. K. Langenbahn, Art. Veni, Creator Spiritus, in: LThK 10 (3）2001) 591―592 (Lit.). を参照。
29）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 17 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 46, l. 34―40): 
Prima antiphona, “O sapientia”, congruit primo gradui spiritus sapientiae. Aliud est enim sapere et aliud intellegere. 
Multi enim aeterna sapiunt, sed haec intellegere nequaquam possunt. Sapientia enim, quae in Christo est, mentem de 
aeternorum certitudine et spe fortiter reficit, et mature disponit omnia. Sapientia summa est in Christo; sapientia quae 
in ceteris hominibus est, scintilla est summae sapientiae.
30）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 18―19 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 46, l. 
41―47, l . 13): Secunda antiphona mirabilem ostiarium demonstrat Christum: quod ipse claudit, non est qui aperiat, 
et quod aperit, non est qui claudat. Ita scriptum est in Apocalypsi de eo: Hoc dicit sanctus et verus, qui habet clavem 
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David: Qui aperit et nemo claudit, claudit et nemo aperit. Quod ita intellegitur: Qui habet clavem David, id est regiam 
potestatem, quasi ex David stirpe natus, sive quia prophetia David Christi est dispensatione patefacta. Qui aperit et 
nemo claudit, claudit et nemo aperit: legis divinae secreta solius Christi potestate panduntur fidelibus, clauduntur 
incredulis. (Cf. Beda Venerabilis, Explanatio Apocalypsis 1, 3＝PL 93, 141A.) Haec antiphona aptatur gradui spiritus 
intellectus. Spiritus intellectus qui in Christo est, acumine luminis sui abdita penetrat et tenebras cordis inlustrat. Hoc 
enim agit qui, quando vult, aperit quod nemo potest claudere. Christus est lux vera, quae inluminat omnem hominem.
31）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 20―21 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 47, l. 14―
25): Tertia antiphona dicit: “O Emmanuel, rex et legifer noster”. Quod est mirabile dictu, ut Deus sit cum hominibus, 
manducet cum illis et bibat, et ad eorum interrogata, quotiescumque voluerint, respondeat. Ipse rex David non 
temporaliter sed aeternaliter, ipse est quodammodo alter Moyses, qui legem nobis dat permanentem in saecula 
saeculorum. Illum nos qui de gentibus sumus, exspectavimus; ipse salvabit nos in aeternum. Haec antiphona convenit 
tertio gradui spiritus consilii. Spiritus consilii qui in Christo est, providendo praemunit membra sua, ne in praeceps 
ruant. Hoc est regis ministerium et legiferi, ut secundum rationem regat sibi populum subiectum, et provideat quid 
agere eum oporteat et quid vitare. Christus est consiliarius, deus, fortis.
32）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 22―23 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 47, l. 26―
48, l. 4): Quarta mira laude et quodammodo ineffabili se profert, quae dicit radicem Iesse stare “in signum populorum”, 
et in praesentia eius silere reges, et eum gentes deprecaturas. Ita enim canit: “O radix Iesse, qui stas” in cruce, in cuius 
manibus cornua sunt, et es “in signum populorum”, quando sol obscuratus est, et terrae motus factus est, et petrae 
scissae sunt, et monumenta aperta sunt, “super quem continebunt reges os suum”, id est principes huius saeculi, qui 
cum rhetorica et dialectica sua silebunt, adveniente praedicatione sanctae crucis et sancti evangelii, unde hodierna die 
gentes excitatae sunt ad praedicandum crucifixum. Haec antiphona quarto gradui spiritus fortitudinis aptatur. Spiritus 
fortitudinis qui in Christo est, facit adversa non metuere, et trepidanti menti fiduciam praestat. De radice enim Iesse 
David rex ortus est, id est fortis manu. Qui rex fortis manu ipse stat in signum populorum, scilicet Dominus Iesus 
Christus in cruce crucifixus, ut ad eum multi respiciant, et velint sub eius fortitudine tueri. Super quem continent qui 
sunt nomine tenus reges, os suum, quia non possunt neque audent contra fortitudinem eius inire certamen. Idcirco 
multae gentes ad eum confluunt, deprecantes eius protectionem.
33）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 24―25 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 48, l. 
5―13): Quinta nempe miratur inauditum orientem, qui non more vicissitudinum temporum mutatur de die in diem, 
sed est aeternus; cuius sol non solum corporis oculos inluminat, sed etiam mentis. Iustitia enim ad adspectum mentis 
pertinet. Haec antiphona congruit quinto gradui spiritus scientiae. Spiritus enim scientiae qui in Christo est, scit quid 
misericorditer puniat, et quid misericorditer dimittat. Ortus enim scientiae quae charitate radicata est, Christus est. 
Est opus solius iustitiae, ut scientes reddat oculos se intuentis mentis.
34）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 26―27 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 48, l. 
14―25): Sexta antiphona mirum quid narrat, id est quod Dominus in igne flammae rubi apparuisset Moysi, et rubus 
non combureretur. Haec antiphona congruit sexto gradui spiritus pietatis. Spiritus pietatis qui in Christo est, parcit 
misericorditer eis qui sibi mala ingerunt. Illo enim spiritu repletus erat Moyses, de quo legitur quod mitissimus fuisset 
super omnes homines. Sed nullus mitior Christo. Christus, qui versatus est inter populum Iudaicum, resplenduit in 
flamma ignis. Miracula fecit, peccata dimisit humilibus et quietis et trementibus verbum Domini, sed superbi cordis 
Iudaeorum spineta non sunt combusta, qui contra Christum insidias et persecutiones parabant. Tamen pietas Christi 
omnia haec toleravit, adeo scilicet, ut pro persecutoribus suis orarit in cruce.
35）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 28―29 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 48, l. 26―
33): Septima vero regem gentium memorat, et miro modo ponit lapidem in capite anguli; quem lapidem nos credimus 
vivere, et vult esse opus suum, sicut antiphona dicit: ut “utraque unum” faciat, id est duos parietes ex diverso venientes, 
scilicet de populo Iudaico et populo gentili, simul coniungat et unam ecclesiam faciat. Haec antiphona convenit septimo 
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gradui spiritus timoris. Spiritus timoris qui in Christo est, timere facit gentes, sicut scriptum est: Timebunt gentes 
nomen tuum, Domine, et omnes reges terrae gloriam tuam.
36）本稿の注 27）を参照。
37）Amalarius, Liber de ordine antiphonarii 30―31 (＝Amalarii episcopi Opera liturgica omnia Tom. 3, op. cit., 48, l.34―
49, l. 5): Octava, “O virgo virginum”, insinuat mirabilem partum ecclesiam mirari dicens: “Filiae Hierusalem, quid 
me admiramini? Divinum est mysterium hoc quod cernitis”. Haec antiphona monstrat illum hominem, qui ex Maria 
carnem assumpsit, solum et perfectum esse inter ceteros homines, quia in ipso solo habitat septiformis spiritus, 
qui superius memoratus est. De qua re scribit sanctus Augustinus in libro primo de sermone Domini in monte: 
“Septem sunt ergo quae perficiunt, nam octava clarificat, et quod perfectum est demonstrat”. Siquem delectat ordo 
praesentium antiphonarum qui in romano antiphonario continetur, repperiet illum in nostro antiphonario praetitulatum 
in sequentibus.
38）アウグスティヌス『主の山上のことば』，上掲書，35～ 36頁参照。
39）Cf. Ballhorn, O-Antiphonen, op. cit. 28―29.
